
2014 vol.52

表紙写真：西館前にて

城南病院広報誌



医師紹介

副院長　松村 克己

医師からのメッセージ

　２年毎の診療報酬改

定を通じて国の医療の

方向性が打ち出されま

すが、現在は「地域包括

ケアシステム」の推進

へと舵が切られていま

す。限度のある医療費

と今後ますます進む高

齢化に対応するための制度といえます。

　「地域包括ケアシステム」という概念自体は医療資源の

限られる地方の自治体病院で３０年も前から提唱され、実

績を上げてきたました。なるべく住み慣れたところで暮ら

したいという住民の方のために、必要に応じてその地域

の病院、訪問看護や介護入居施設が連携して、生活支援、

介護予防などの施策を展開していくというものです。この

システムを全国で広めるための一つの手段として「地域

包括ケア病床」が、制度として設けられました。

　「地域包括ケア病床」とは、国から許可を受けた「在宅復

帰支援のための入院施設」のことです。本院はすでに脳血

管障害、神経難病、整形外科領域を含めてリハビリテーショ

ンセンターを構築し、精神科での認知症治療にも取り組み、

これらを核として通所リハビリテーションセンター、認知症

デイケア、訪問看護、居宅介護支援などの在宅の方へのケ

アを行っています。さらにはサービス付き高齢者住宅「きら

り舞原」、住宅型有料老人ホーム「まいのはら」がありシーム

レスな「地域包括ケアシステム」を実践しています。

　「地域包括ケア病床」は急性期後の患者様の在宅復帰

や在宅患者様急変時の対応などが期待されるものです。

本院でも１０月から「地域包括ケア病床」を導入し、さらに

地域の方に貢献できるよう取り組む方針です。

「地域包括ケア病床」を導入

成人用肺炎球菌予防接種について

　肺炎は、日本人の死因第3位。年齢別死因を見てみる

と、肺炎で亡くなる方の95％以上が65歳以上の高齢者

となっており、高齢者にとって肺炎を未然に防ぐことが重

要です。日常でかかる肺炎のうち原因となる菌で一番多

いのが肺炎球菌で、予防接種により重症化防止などの効

果が期待できます。（ただし、全ての肺炎を予防できるわ

けではありません。）

　平成26年10月から、この予防接種が法に基づく定期

接種となり、各自治体では接種を希望される方に助成が

行われるようになりました。当院でも予防接種をおすすめ

しております。

【助成の条件や助成内容についての問い合わせ】
熊本市保健所 感染症対策課　☎096-364-3189
※その他の市町村でも助成があります。詳しくは市町村役場まで

実 施 期 間：平成26年10月1日～平成27年3月31日

助成対象者：熊本市に住民票のある方のうち、
 条件に該当する方

接 種 費 用：（自己負担額）4,600円

条件の一例

助成対象・内容（熊本市の例）

 65歳 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれの方

 70歳 昭和19年4月2日～昭和20年4月1日生まれの方

75歳 昭和14年4月2日～昭和15年4月1日生まれの方

80歳 昭和  9年4月2日～昭和10年4月1日生まれの方

85歳 昭和  4年4月2日～昭和  5年4月1日生まれの方

90歳 大正13年4月2日～大正14年4月1日生まれの方

95歳 大正  8年4月2日～大正  9年4月1日生まれの方

100歳～ 大正  4年4月1日以前生まれの方

城南病院からのお知らせ



　薬剤科は薬剤師4名と調剤補

助者2名の構成で、主に入院患者

様のお薬の調剤を行うほか、院

外処方である外来患者様には、

注射薬を処方しています。

　処方箋が届いたら内容の確認、適正使用の監査をして

調剤。そして調剤者と別の薬剤師が監査するという二重

のチェック後、病棟や外来の各部署へお薬を渡します。

　また、外来患者様は入院時や外来受診時に他院からの

お薬を持参されることがありますが、そのお薬の内容を

調べることも、薬剤科の仕事です。それに加え、薬につい

てのさまざまなお問い合わせに対して対応するために、

専門誌・インターネット・製薬企業等から情報収集を行

い、研修会に参加し、研鑽を積んでいます。

　医師からの依頼があれば入院患者様の元を訪れ、服薬指

導を行い、お薬の効果や副作用をご説明したり、患者様の

質問にお答えすることで服薬に対する不安を取り除き、薬

物療法が十分効果を発揮できるよう治療を支援します。

　薬剤科の最新ニュースとして、9月中旬に散薬自動分

包機の最新型が入りました。薬包紙に薬品名の印字が可

能となり、患者様と職員への情報提供が一歩進んだと思

います。

　患者様が安心して治療に専念されますように、そして

薬物療法が適正に安全に行われるように、薬剤科は取り

組んでまいります。何かご質問等ございましたら、どうぞ

お気軽にお尋ねくださいませ。

薬剤科長
藤本 文恵

薬剤科の紹介

西１B病棟（地域包括ケア病床・障害者施設等一般病床）のご紹介

　こんにちは。西１B病棟をご

紹介します。

　西1B病棟では平成26年10

月1日より、8床を「地域包括ケ

ア病床」に移行しました。これによって、24床の「障害

者病床」、8床の「地域包括ケア病床」の合計32床の病

棟となりました。

　「地域包括ケア病床」では地域の皆様の救急受け入

れ等も想定し、治療観察に必要な体制を整えました。

　「障害者病床」でも最近では人工呼吸器管理の患

者様が増加し、身体機能低下を防ぐためリハビリも積

極的に行う病棟となりました。神経内科をはじめ、外

科、内科の専門の医師による治療を看護師やリハビリ

セラピスト、社会福祉士、栄養士、介護福祉士などの

専門職によるチーム医療を推進し、それぞれの病床

にご入院される患者様と家族のご期待に応えられる

よう頑張っています。

　医療の安心と安全、そして城南病院の理念、看護部

の理念に沿ってスタッフ一丸となってさらなる研鑽を

積んでいきますので、何卒よろしくお願いいたします。

副主任 看護師
北川 淳一

さん

さん



～地域包括ケア病床を新設！在宅復帰を支援します～

地域包括ケア病床
　急性期の病院での治療を経た後、自宅の近くで

さらに治療を必要とする方や、自宅や老人ホーム

等の施設に入所中の方で、症状の悪化等により入

院治療を必要とする状況になった方を受け入れ、

継続的な治療やリハビリ等を行い、自宅や施設へ

の復帰を目指します。

　病棟には専属のリハビリスタッフや在宅復帰支

援スタッフを配置しており、入院から最長約2カ月

（60日）での退院を目指します。

地域包括ケア病床への
入院をご案内する場合

骨折、手術など、急性期

病院での入院治療に

より状態が安定してき

たものの、急性期病

院を退院した後、も

うしばらく治療の継

続が必要な方

　当院は、皆様が住み慣れた地域でその人らしい暮らしを続けられるよう、自宅への復帰を支援するさまざまな機能を

有しています。急性期病院での集中的な治療の後、あるいは自宅で病状が悪化した際など、患者様の状態に合わせて、

内科・外科・整形外科・神経内科・呼吸器内科・脳神経外科・リハビリテーション科などの専門医や医療スタッフが治療に

当たり、協力しながらスムーズに自宅に戻ることができるよう支援いたします。

1在宅復帰
支援

地域の皆様が安心して在宅復帰できるよう
専門のスタッフによるサポート体制を充実させています

例1
自宅や施設に入居中

の方で、肺炎や

発熱、けが等によ

り、一時的に入院が

必要になった方

例2
ご自宅や施設に安心

して戻るために、

継続したリハビ

リが必要な方

例3



回復期リハビリテーション病棟
回復期リハビリテーション病棟への入院を
ご案内する場合

脳卒中、脊髄損傷、頭部外傷、四肢の

骨折、外科手術後の廃用症候群な

ど、特定の疾患で発症・手術から一定

程度の期間のリハビリを集中して行

うことにより、退院後の在宅復帰を目

指す方がご入院いただけます。

　この病棟では、脳梗塞や脳出血を発症された方、

骨折された方、肺炎後でリハビリが必要な方など、

主に急性期の病院での治療を経た後に、ＡＤＬ（日

常生活動作）能力の向上による寝たきりの防止と

在宅復帰を目的として、専門的・集中的にリハビリ

テーションを行います。

　医師をはじめ、看護師、理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士、ソーシャルワーカーなどが共同

で、それぞれの患者様に合ったプログラムを作成

し、これに基づいて実生活での自立を目指したリハ

ビリを365日行っています。

宇土市

南区

城南病院

中央区

東区

嘉島町

益城町

御船町

甲佐町

美里町
宇城市

周辺エリアの
医療機関・施設との連携

2在宅復帰
支援

「地域包括ケア病床」は、状態が悪くなられ

た患者様の安静のための一時的なベッドと

してご利用いただけます。ＭＲＩやＣＴなど、

各種検査も最新の機器を装備しており、的

確な診断にご活用いただけます。

かかりつけ医（クリニック）の
先生方へ

急性期病院
からの転院

当院では急性期病院からの転院や、自宅・

老人ホーム等の施設からの入院を受け付け

ています。また、地域のかかりつけ医（クリ

ニック）との連携も行っており、地域に根ざ

した医療とケアを提供しています。

☎0964-28-2555
    （担当：土肥、大山、山口）

地域包括ケア病床・
回復期リハビリテーション病棟に
ついてのお問い合わせ

自宅から
の入院
 病状の悪化
 などによる

施設から
の入院
 病状の悪化
 などによる



あれこれ

8月に実施した夏まつりのご報告と、本年度

より始めた介護公開研修会についてご案内

いたします。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

あいにくの天気の中、会場を盛り上げ
るためにくまモンや他の出演者の皆
様が頑張ってくれました

雨でも子どもたちは元気いっぱい！

昼の部・夜の部ともに
多くの方にご来場いた
だきました

　平成26年8月30日（土）「城南病院夏

まつり」を開催いたしました。

　お昼の部では、髙井医師による「もし

もの時の緊急対応」講演が開かれまし

た。応急処置とファーストエイド（応急手

当）の違い、心停止や熱中症などさまざ

まなケースでの対処法のわかりやすい説明があり、来場者の関

心を集めていました。健康相談会では、運動能力や骨密度等の

測定結果に一喜一憂の声が上がっていました。

　夜の部では天候不良により開催が危ぶまれた中、ステージや

来客用のテントを大幅に追加し、強行開催いたしました。すると

開始直前のどしゃぶり。本降りの中での開催は始めての経験で

準備が後手後手となり、雨天開催の難しさを痛感いたしました。

　足元の悪いなか、約1,000名のお客様にご来場いただき、く

まモンやもっこすファイヤー、そがみまこと仲間たちのステー

ジ、踊りや出店の飲食･ゲームを楽しんでいただきました。雨は

早々に上がり、涼しいなかでの大抽選会となりました。昨年よ

りも当選者数を増やし、多くの方に喜んでいただくことができ

ました。開始当初の天気こそ残念ではありましたが、ご来場い

ただいた皆様の思い出づくりには一役買えたのではないかと

思っております。

　来場されたお客様、ご協力いただきました城南町商工会の皆

様、いつも見守ってくださる近隣にお住まいの方々にも厚く御

礼申し上げます。

「城南病院夏まつり」を
開催しました 総務課　松尾 英明



　当院では、これまで介護職員を対象

に必要な知識・技術の習得を目的とした

院内研修を行ってまいりました。院外か

らのご要望もあり、今年の9月からは近

隣の介護施設の方々にも門戸を広げ、実

技を中心とした公開研修として、次のよ

うなテーマで開催しております。

第1回「ベッドから車椅子への効果的な移乗動作」

第2回「ベッド上での衣類の着脱」

　研修会では、当院リハビリスタッフが講師を務め、近隣の複数

の施設から多くの方々にお越しいただき、当院の職員とともに

グループごとに利用者・介護者・補助者役を交代しながら、実技

訓練を行っていただきました。

　今後も、院内の研修のみならず、地域の施設の皆様とともに、

現場で必要な知識の習得機会を提供できればと考えておりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

 （1人分：161kcal）

ベッドから車イスへの
移乗動作

リハビリ館での衣類
の着脱デモンストレー
ション

あれこれ

介護教育委員会　中島 満
介護職向け
公開研修会の開催

かぼちゃと豆腐を使用したやわらかい触
感のお団子です。おいしくて栄養たっぷ
りのおやつです。

●かぼちゃ（皮を除いて）…50g
●白玉粉…50g
●絹豆腐…50g　●小豆…75g
●上白糖…75g　●食塩…0.5g

材料（4人分）

かぼちゃと小豆にはビタミンB1・カルシウム・鉄
分等の栄養素が含まれています。その中でもビタ
ミンB1は、筋肉中の疲労物質がたまる事を防止
してくれる働きがあります。丸めた白玉をゆでる
時は、少し平らにつぶして中心に軽く凹みを入れ
ると全体に早く熱が通り易くなります。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　甲斐 淳子

かぼちゃは皮を除

いた状態で蒸してつ

ぶし、豆腐は手でつぶ

しておく。

小豆は柔くなるま

で火にかけ、砂糖と

塩で味を整える。

1.に白玉粉を加え
て、しっとりとなるま

でこねる。

3.を小さく丸め、
沸騰したお湯の中に

入れてゆでる。

少しして団子が浮

いてきたら、すくって

冷水の中へ入れてし

める。2.の小豆あんを
かけて完成。

1.

2.

3.

4.

5.



内科
神経内科
脳神経外科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/

熊本 城南病院 検 索〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
麻酔科
精神科

外来診療担当医

内野克

内野克

藤田

麻生、阿邉山

藤田

髙井

髙井

内野克

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

髙井

髙井

木村貴

松村

内野院長

松村

木村貴

担当医

髙井

髙井

内野院長

内野院長

木村竜

藤田

藤田

松村

小出

松村

髙井

木村貴

麻生、担当医

小出

木村竜

木村貴

熊大担当医

髙井

木村貴

小出

藤田

阿邉山

藤田

髙井

髙井

小出

髙井

髙井

木村貴

内野克

内野院長

庄野

木村貴

担当医

髙井

庄野

内野院長

内野院長

木村竜

木村貴

髙井

月 曜

内 科
神 経 内 科
呼吸器内科
循環器内科
外科

リハビリテーション科
精 神 科

整 形 外 科
皮 膚 科
内 視 鏡

超音波（腹部・乳腺・甲状腺）
超 音 波（心臓）
神経難病外来
物 忘れ 外 来

診療科目

小野
月2回不定

木村円
毎月最終金曜

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

私たちは、病める人の気持ちを理解し、
“信頼され、選ばれる病院”を目指して研鑽します

城南病院の理念

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム けやき

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合
熊本交通センターから

「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」乗車、
「城南総合出張所」下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合
九州自動車道御船ＩＣより車で10分

地域の医療ニーズに応えられる病院を
目指します
家族を入院させたい病院、職員が働き
続けたい職場づくりを目指します
医療技術・知識の向上を図ることを通
じて、急性期病院や地域の医療機関・
施設との連携を推進します
治療成果の向上と患者さまの満足度向上
を図るため院内連携を強力に推進します
良質な医療・介護サービスを提供する
体制を継続的に構築していくために健
全経営を実現します

基本方針　

使命

軽症例の急性期治療や亜急性期治療
脳血管疾患や整形疾患の急性期後の
リハビリテーション治療
神経難病の治療
認知症の治療
精神疾患の治療（身体リハビリテーショ
ン治療を含む）
精神疾患患者の身体合併症の治療
在宅生活を支援する包括的で継ぎ目の
ない保健・医療・介護・福祉サービス
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